書評と紹介　島薗進著『国家神道と日本人』 by 新田 均
本
書
は
著
者
が
平
成
十
三
年
九
月
に
「
国
家
神
道
と
近
代
日
本
の
宗
教
構
造」
（「
宗
教
研
究
j
三
二
九
号）
を
発
表
し
て
以
来
精
力
的
に
続
け
て
き
た
「
広
義
の
国
家
神
道」
を
「
鋳
直
す」
作
業
の
成
果
を 、
一
般
の
読
者
に
も
分
か
り
や
す
い
形
で
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る 。
著
者
の
鋳
直
し
作
業
は 、
「
広
義
の
国
家
神
道」
の
再
定
義 、
再
定
義
に
基
づ
く
国
家
神
道
史
の
書
き
直
し 、
そ
の
書
き
直
し
を
受
け
て
の
戦
後
に
お
け
る
「
広
義
の
国
家
神
道」
の
存
続
の
主
張
と
い
う
三
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
お
り 、
そ
の
骨
子
は 、
本
書
の
「
は
じ
め
に」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る 。
H
広
義
の
国
家
神
道
は]
天
皇
と
国
家
を
尊
び
国
民
と
し
て
結
束
す
る
こ
と
と 、
日
本
の
神
々
の
崇
敬
が
結
ぴ
付
い
て
信
仰
生
活
の
主
軸
と
な
っ
た
神
道
の
形
態
で
あ
る」
(
i
頁）
「
国
家
神
道
は
神
社
と
と
も
に 、
い
や
そ
れ
以
上
に
学
校
で
広
め
ら
れ
371 
新
田
「宗教研究」85巻2輯(2011年）
島
薗
進
著
『
国
家
神
道
と
日
本
人」
書
評
と
紹
介
均
岩
波
書
店
―
1
0
1
0
年
七
月
ニ
ー
日
刊
新
書
判
xi
v
＋一
＝―-
七
頁
八
0
0
円
＋
税
た 。
紀
元
節
に
限
ら
ず
戦
前
の
祝
祭
日
は 、
お
お
か
た
皇
居
で
重
要
な
天
皇
の
神
事
が
行
わ
れ
る
日
だ
っ
た 。
皇
室
神
道
・
神
社
神
道
・
学
校
行
事
が
国
家
神
道
の
主
要
な
儀
礼
の
場
だ
っ
た 。
子
供
た
ち
は
教
育
勅
語
や
修
身
科
や
歴
史
の
授
業
を
通
し
て 、
「
万
世
一
系」
の
天
皇
統
治
を
賛
美
す
る
国
体
思
想
や
天
皇
崇
敬
の
教
え
に
親
し
ん
で
い
っ
た」
（＂
ll
_
凪
頁）
「
一
九
四
五
（
昭
和
二
0)
年―
二
月
一
五
日
に
い
わ
ゆ
る
「
神
道
指
令」
が 、
四
六
年一
月一
日
に
い
わ
ゆ
る
「
天
皇
人
間
宜
言」
が
下
さ
れ
た 。
／
こ
れ
を
も
っ
て
国
家
神
道
は
「
解
体」
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た」
(•
IV
頁）
。
し
か
し 、
「「
解
体」
さ
れ
た
の
は
国
家
と
神
社
神
道
の
結
合
で
あ
っ
て 、
皇
室
祭
祀
は
お
お
か
た
維
持
さ
れ
た」
(.
IV
_
>
頁）
「
一
九
四
五
年
以
後
も
国
家
神
道
は
存
続
し
て
い
る 。
明
治
初
期
に
は
国
民
に
な
じ
み
が
薄
か
っ
た
国
家
神
道
も 、
明
治
後
期
以
降 、
次
第
に
天
皇
崇
敬
と
結
び
つ
い
た
民
間
の
運
動
に
支
え
ら
れ 、
民
間
の
運
動
と
呼
応
し
な
が
ら
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た 。
戦
後
は
民
間
団
体
と
な
っ
た
神
社
・
神
職
組
織
（
神
社
本
庁）
が
国
家
神
道
運
動
の
主
要
な
担
い
手
の
一
っ
と
な
っ
た」
(
V
頁）
以
下 、
本
害
の
章
立
て
に
し
た
が
っ
て 、
著
者
が
述
べ
て
い
る
具
体
的
内
容
を
紹
介
す
る 。
第一
章
「
国
家
神
道
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
？」
で
は 、
著
者
が
主
張
す
る
「
国
家
神
道」
の
「
l
一
重
構
造」
論
に
し
た
が
っ
て 、
「
国
家
神
道」
史
が
概
観
さ
れ
て
い
る 。
彼
が
言
う
「
二
重
構
造」
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。
「「
国
家
神
道」
の
「
祭
祀」
は
国
民
す
べ
て
が
関
与
す
べ
き
公
的
次
元
の
事
柄
だ
と
さ
れ
た
（「
祭
政
一
致」）
。
他
方 、
諸
「
宗
教」
集
団
は 、
国
政
と
は
異
な
る
次
元
に
本
来
の
場
が
あ
り 、
そ
の
限
り
で
自
由
な
活
動
(607) 
書評と紹介
実
践
に
引
き
寄
せ
つ
つ 、
さ
ま
司
ま
な
思梱
硲茎ホ
嵌
的
立
場
を
包
み
込
む
包
容
的
な
制
度
を
構
想
す
る
語
と
し
て
幕
末
に
台
頭
し
て
き
た
も
の
で
あ
る 。
一
方
で
多
様
化
や
自
由
化 、
他
方
で
精
神
的一
体
性
に
よ
る
国
家
統
合 、
こ
れ
ら
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
立
場
を
示
す
語
で
あ
り 、
あ
る
種
の
近
代
性
を
も
っ
た
理
念
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い」
(-
―
一
頁）
「
政
治
体
制
に
閑
わ
る
「
同
悧」
は
公
然
と
唱
え
ら
れ
る
正
統
思
想
だ
っ
た
が 、
「
皇
道」
は
そ
う
で
は
な
い 。
「
ml」
と
い
え
ば
個
人
の
生
き
方
や
社
会
の
あ
り
方
の
総
体
を
表
す 。
「
国
体」
が
国
民
生
活
に
体
現
さ
れ
る
に
は 、
「
道」
や
「
教」
の
次
元
が
欠
か
せ
な
い 。
「
11」
ャ
「
対
籾」
は
天
皇
崇
敬
を
体
現
し
た
「
iii」
「
劇」
寸
刻
ぶ
が 、
そ
れ
を
人
々
に
強
い
る
と
な
る
と
抵
抗
が
あ
る 。
そ
こ
で 、
皇
道
を
国
民
に
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
の
方
策
が
模
索
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る」
（一
―
―
頁）
「
や
や
簿
め
た
形
で
は
あ
る
が 、
「
11」
を
具
体
化
し 、
広
く
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
る
役
割
を
担
っ
た
の
が
教
育
勅
語
だ
っ
た」
（一
ー
ニ
頁）
「「
皇
道」
は
「
個
制」
「
現
御
神」
「
神
皇一
体」
「
祭
政一
致」
「
制
却
即
皇
道」
な
ど
の
語
と
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
る
の
を
常
と
し
た 。
つ
ま
り 、
天
皇
に
よ
る
統
治
の
特
別
な
価
値
を
掲
げ
る
国
体
論
を
前
提
と
し
つ
つ 、
そ
こ
に
神
道
色
宗
教
色
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
特
徴
で
あ
る 。
「
国
糾」
の
語
は
基
本
的
に
政
治
体
制
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り 、
国
学
の
側
か
ら
も
儒
学
の
側
か
ら
も
提
起
で
き
る 。
し
か
し 、
そ
こ
に
「
ii
の
祭
祀」
の
実
質
を
な
す
よ
う
な
神
道
的
要
素
が
入
り
込
ん
で
く
る
と 、
儒
学
や
近
代
政
治
思
想
や
近
代
法
理
念
の
枠
を
は
み
出
す 。
偉
学
の
側
か
ら
の
国
体
論
が
神
道
色
を
強
め 、
宗
教
的
道
徳
的
要
素 、
つ
ま
り
は
「
嵌」
の
要
素
を
強
め
る
と 、
そ
の
内
実
を
表
す
語
と
し
て
「
II」
が
浮
上
し
て
く
る」
（
i
-
三
頁）
「「
天
皇
の
祭
祀」
（
皇
室
祭
祀）
が
来
る
べ
き
近
代
国
家
の
主
軸
と
な
る
べ
き
だ
と
論
じ 、
猫
末
の
蒋
皇
論
の
バ
イ
プ
ル
の
ご
と
き
文
書
と
し
て
尊
ば
れ
た
の
は
後
期
水
戸
学
の
指
導
者 、
会
沢
正
志
斎
（一
七
八一1
I­
八
六
三）
の
「
新
論
l
（一
八
二
五
年）
で
あ
る 。
「
11」
寸
ば
「
刷
濶」
の
語
は
登
場
し
な
い
が 、
「
治
教」
や
「
祭
政
教一
致」
に
当
た
る
用
語
は
笠
場
す
る °
/
「
11」
の
本
論
は
「
II」
か
ら
始
ま
る」
（ー
ニ1-
|-
―
四
頁）
「
皇
道
論
に
は
国
学
と
儒
学
（
神
道
と
儒
教）
の
対
立
を
超
え 、
国
体
論
に
基
づ
く
天
皇
崇
敬
を
基
軸
と
し
て
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
と
い
う
包
容
主
義
的
な
性
格
が
あ
っ
た」
(―
二
五
頁）
「
西
洋
の
制
度
を
導
入
し
た
学
校
教
育
の
場
で 、
皇
道
論
や
国
体
論
に
基
づ
く
教
育
を
積
極
的
に
押
し
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
は
弱
か
っ
tsl」
（一
―-
九
頁）
「
聖
旨
教
学
大
9日
は 、
皇
道
論
や
国
体
論
を
そ
の
ま
ま
学
校
で
教
え
る
こ
と
を
促
し
て
は
い
な
い 。
し
か
し 、
天
皇
自
身
が
教
育
の
根
源
的
価
値
を
教
え
る
と
い
う
理
念
を
示
し 、
学
校
を
通
し
て
聖
な
る
天
皇
の
「
教」
を
大
々
的
に
広
め
る
と
い
う
ま
っ
た
く
新
た
な
展
望
を
切
り
開
く
こ
と
に
な
っ
た」
(-――1
0
頁）
「
元
田
ら
が
「
国
教」
を
根
幹
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
に
対
し 、
伊
藤
博
文
や
井
上
毅
が
「
国
教」
の
よ
う
な
特
定
の
精
神
伝
統
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て 、
両
者
の
間
で
綱
引
き
が
な
さ
れ
た」
「
し
か
し 、
伊
藤
や
井
上
も
天
皇
崇
敬
を
柱
と
す
る
祭
政
教一
致
の
国
家
理
念
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い」
(-
三一
頁）
373 (609) 
「宗教研究」85巻2輯(2011年） r宗教研究」85巻2輯(2011年）
を
認
め
ら
れ
て
い
る
（「
政
教
分
離」
「
信
教
の
自
由」） 。
こ
れ
は
国
家
行
事
や
学
校
で
は
「
国
家
神
道」
が 、
寺
院
や
家
庭
や
伝
統
的
共
同
体
で
は
「
宗
教」
が
規
範
と
な
る
状
況
と
照
応
し
た
体
制
だ 。
こ
の
よ
う
な
「
国
家
神
道」
と
諸
「
宗
教」
の
共
存
の
あ
り
方
を
宗
教
の一一
重
構
造
と
よ
ん
で
よ
い
だ
ろ
う」
（
八
頁）
第
二
章
「
国
家
神
道
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
か
？」
で
は 、
従
来
の
「
国
家
神
道」
論
の
要
点
を
ま
と
め
た
上
で 、
著
者
が
考
え
る
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
中
で
も
重
要
な
の
が 、
村
上
重
良
氏
の
「
国
家
神
道」
論
を
「
戦
時
中
を
モ
デ
ル
に
し
た
国
家
神
道
論」
（
六
五
頁）
と
し
て
批
判
し 、
「
国
家
神
道
は
現
人
神
の
観
念
を
前
提
と
し
な
い」
（
七
0
頁）
と
主
張
し 、
「
神
社
神
道
を
国
家
神
道
の
基
体
と
考
え
る
考
え
方」
（
七
三
頁）
を
「
欠
点」
（
七一
頁）
だ
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
ま
た 、
国
家
神
道
11
神
社
神
道
と
い
う
考
え
を
広
め
る
上
で
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
「
神
道
指
令」
だ
が 、
そ
れ
は
「
宗
教
11
宗
教
集
団
は
信
仰
に
基
づ
き
信
仰
告
白
を
行
っ
た
個
人
が
連
合
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る」
と
い
う
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
前
提」
（
七
六
頁）
に
立
っ
て
お
り 、
そ
の
た
め
に
「
皇
室
祭
祀 、
皇
室
神
道
の
存
在
が
す
っ
ぼ
り
抜
け
落
ち
る」
（
八一一
頁）
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る 。
第
三
章
「
国
家
神
道
は
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
た
か
？」
で
は 、
「
皇
室
祭
祀 、
神
社
神
道 、
国
体
論
な
ど
の
要
素
か
ら
な
る
国
家
神
道
が 、
統
合
性
を
も
っ
た
構
想
の
下
で
形
成
さ
れ
て
き
た」
と
い
う
著
者
の
主
張
を
証
明
す
る
た
め
に 、
特
に
「
観
念
の
方
面
か
ら
（
国
体
論
の
側
面）」
に
「
力
点」
（
九
八
頁）
を
お
い
て 、
明
治
維
新
直
後
か
ら
教
育
勅
語
の
制
定
ま
で
が
論
じ
ら
れ
て
い
る 。
こ
の
「
観
念
の
方
面
（
国
体
論
の
側
面）」
を
貰
く
も
の
と
し
て 、
著
者
が
提
出
し
て
い
る
の
が
「
新
た
な
総
合
理
念
と
し
て
の
皇
道
論」
(1
0
六
頁）
で
あ
る 。
そ
の
筋
道
を
本
章
の
最
後
で
著
者
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
（
傍
線
引
用
者） 。
「
皇
道
は
国
体
論
の
系
譜
を
引
く
が 、
従
来
の
国
学
や
儒
学
の
よ
う
に
国
家
次
元
の
政
治
か
ら
個
人
の
生
き
方
ま
で
を
貰
く
思
想
体
系
と
し
て
で
は
な
く 、
天
皇
崇
敬
を
核
と
す
る
統
治
の
理
念
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
点
を
合
わ
せ 、
11、
但
剥 ‘
制
圏 、
キ
リ
ス
ト
教 、
西
洋
思
想
な
ど
を
包
含
で
き
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た 。
／
こ
の
皇
道
理
念
は 、
痴
嵌
政
策
の
方
面
で
は 、
三
条
の
教
則
を
掲
げ
る
教
部
省
の
大
教
院
体
制
に
具
体
化
さ
れ
た
が 、
「
II」
の
流
布
と
い
う
点
で
は
大
き
な
成
果
を
生
む
こ
と
な
く 、
「
宗
教」
と
「
祭
祀」
の
分
離
と
い
う
制
度
的
帰
結
を
生
ん
で
収
束
し
て
い
っ
た 。
こ
れ
に
対
し
て 、
皇
道
理
念
の
普
及
に
尽
力
し
た
長
谷
川
昭
道
ら
の
構
想
で
は 、
皇
道
は
学
校
教
育
に
お
い
て
実
現
す
べ
き
乱
だ
っ
た 。
し
か
し 、
西
洋
の
学
校
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
輸
入
す
る
こ
と
に
忙
し
い
状
況
の
中
で 、
皇
道
に
あ
た
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
見
え
な
い
時
期
が
続
い
た 。
新
た
な
展
開
は 、
明
治
天
皇
と
侍
講 、
元
田
永
学
に
よ
る
「
聖
旨
教
学
大
旨」
(-
八
七
九
年）
は
い
っ
て
切
り
拓
か
れ 、
「
教
育
勅
語」
(-
八
九
0
年）
へ
と
結
実
す
る」
（一
三
四
ー一
三
五
頁）
要
す
る
に 、
幕
末
に
台
頭
し
て
き
た
「
皇
道」
は 、
紆
余
曲
折
を
経
つ
つ
も 、
「
教
育
勅
語」
に
結
実
し
た
と
い
う
の
で
あ
る 。
と
こ
ろ
が 、
本・
章
の
中
で
の
記
述
は 、
著
者
の
結
論
と
は
必
ず
し
も一
致
し
て
お
ら
ず 、
前
後
で
矛
盾
し
た
内
容
も
目
立
つ 。
そ
の
た
め 、
首
尾一
貰
し
た
要
約
は
不
可
能
な
の
で 、
以
下
に
要
点
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
る
（
傍
線
引
用
者）。「「
皇
道」
と
い
う
語
は
「
国
体」
と
い
う
政
治
理
念
を 、
天
皇
崇
敬
の
(608) 372
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「
実
際、
教
育
勅
語
は
少
な
く
と
も
何
ほ
ど
か
「
祭
政
教
一
致」
列
剃―
念
に
導
か
れ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る」
(
-
＝
二
頁）
「
そ
の
後
の
教
育
勅
語
の
制
定
の
段
階
で
は
西
洋
先
進
諸
国
に
伍
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
井
上
毅
が
頑
強
な
抵
抗
者
と
し
て
登
場
す
る。
伊
藤
や
井
上
の
よ
う
に
政
体
に
宗
教
的
な
一
体
性
を
も
ち
こ
む
こ
と
を
限
定
し
よ
う
と
す
る、
現
実
主
義
的
な
政
治
家
の
意
志
と
の
妥
協
の
な
か
で、
教
育
勅
語
は
成
立
す
る。
儒
教
色
が
濃
い
元
田
の
や
や
狭
量
な
伝
統
主
義
に
対
し
て、
よ
り
柔
軟
な
方
向
を
目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て、
教
育
勅
語
は
い
っ
そ
う
皇
道
主
義
に
近
づ
い
た」
(-
三一
二
頁）
以
上
で、
要
点
の
列
挙
を
終
了
す
る
が、
こ
の
議
論
の
中
で
最
も
奇
妙
な
点
は、
「
新
論」
に
も
「
教
育
勅
語」
に
も
登
場
す
る
「
国
体」
を
無
視
し
て、
ど
ち
ら
に
も
登
場
し
な
い
「
皇
道」
に
依
拠
し
て
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り、
そ
こ
に
本
章
の
最
大
の
難
点
が
あ
る。
第
四
章
「
国
家
神
道
は
ど
の
よ
う
に
広
め
ら
れ
た
か
？」
で
は、
村
上
重
良
氏
の
「
形
成
期」
「
教
義
的
完
成
期」
「
制
度
的
完
成
期」
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
期」
と
い
う
四
つ
の
時
代
区
分
の
う
ち、
「
第
二
期
(
-
八
九
0
年
頃
ー
一
九
一
0
年
頃）
を
「
確
立
期」、
第
三
期
(
-
九
一
0
年
頃
ー
一
九
三
一
年）
を
「
浸
透
期」
(
-
四
三
頁）
に、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る。
こ
の
よ
う
な
提
案
は、
著
者
が、
村
上
氏
の
議
論
は
「
国
家
神
道
を
も
っ
ぱ
ら
政
府
が
国
民
に
強
制
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
て、
国
民
こ
そ
が
国
家
神
道
の
担
い
手
だ
っ
た
と
い
う
側
面
に
あ
ま
り
ふ
れ
て
い
な
い
」
（
―
-―-
九
頁）
と
こ
ろ
が
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る。
こ
う
し
て、
描
き
直
さ
れ
た
「
第
二
期」
「
第
三
期」
は
次
の
ょ
う
に
要
約
さ
れ
る。
「
第
二
期
を
「
確
立
期」
と
い
う
の
は、
こ
の
時
期
に(
1)
聖
な
る
天
す
る
天
皇
崇
敬
運
動
で
あ
る。
前
者
は
見
え
に
く
い
形
で
隠
れ
て
い
る
が
現
存
の
法
制
度
の
中
で
の
国
家
神
道
の
核
で
あ
り、
後
者
は
そ
の
核
を
見
据
え
つ
つ
国
家
神
道
的
な
制
度
を
拡
充
し
て
い
こ
う
と
す
る
団
体
や
運
動
体
で
あ
る。
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
・
宗
教
・
文
化
団
体
が
あ
り、
さ
ら
に
広
く
国
民
の
間
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
天
皇
崇
敬
や
国
体
論
的
な
考
え
方
・
心
情
が
あ
る。
こ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
つ
つ、
国
家
神
道
は
戦
後
も
存
続
し
続
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
だ」
（
ニ
―
―
―
_―
二
三
頁）
さ
て、
著
者
の
「
広
義
の
国
家
神
道」
鋳
直
し
作
業
の
素
志
は
「
情
緒
的
な
反
応
を
引
き
起
こ
す
こ
の
よ
う
な
用
語
を、
歴
史
的
な
事
実
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
表
現
す
る
概
念
へ
と
鋳
直
す」
こ
と
に
よ
っ
て、
「
近
代
史、
近
代
宗
教
史
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
過
去
を
あ
る
が
ま
ま
に
直
視
す
る
目
が
育
て
ら
れ
て
い
く」
（
書
評
「
阪
本
是
丸
著
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究」
」
「
宗
教
研
究」
―
1
0―
一
号、
平
成
六
年、
一
九
九
頁）
こ
と
に
あ
っ
た。
と
こ
ろ
が、
そ
の
意
に
反
し
て、
彼
が
神
社
神
道
系
の
学
者
と
呼
ぶ
人
々
ば
か
り
で
な
く、
そ
れ
以
外
の
人
々
か
ら
も
「
情
緒
的
な
反
応
」
（
子
安
宣
邦
「
怒
り
を
忘
れ
た
国
家
神
道
論」
平
成
二
十
二
年
十
月
十
日、
「
イ
ノ
セ
ン
ト
な
学
者
的
欲
求
が
犯
す
罪」
平
成一一
十
二
年
十
月
二
十
九
日、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
ち
き
ゅ
う
座」）
を
引
き
起
し
た
り、
「
当
時
の
理
解
と
乖
離
す
る
も
の」
（
磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
j
岩
波
書
店、
平
成
十
五
年、
九
九
頁）
と
の
批
判
を
受
け
て
い
る。
そ
の
主
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を一
二
つ
指
摘
し
た
い。
第
l
の
理
由
は、
著
者
が、
歴
史
的
な
存
在
と
し
て、
名
称
と
内
実
と
が
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
学
術
用
語
と
し
て
の
「
広
義
の
国
家
神
道」
を
換
骨
奪
胎
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
と
反
発
で
あ
る。
「
広
義
の
国
家
神
道」
は、
著
者
が
い
う
よ
う
な
「
日
常
皇
と
皇
室
の
崇
敬
に
関
わ
る
儀
礼
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
く
こ
と、
(
2)
神
話
的
表
象
に
基
づ
く
国
体
思
想
が
生
活
空
間
に
根
づ
く
よ
う
な
形
に
整
え
ら
れ、
そ
の
教
育
·
普
及
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
く
こ
と、
(
3)
神
職
の
登
成
シ
ス
テ
ム
と
神
職
の
連
携
組
織
が
確
立
し、
国
家
神
道
の
有
力
な
構
成
要
素
で
あ
る
神
社
神
道
が
内
実
を
固
め
て
い
く
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る。
／
こ
う
し
た
変
化
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
神
道
は
国
民
自
身
の
思
想
と
実
践
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く。
い
わ
ば
国
民
の
心
と
か
ら
だ
の
一
部
と
な
る。
そ
し
て
次
に
国
家
神
道
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
声
が、
国
民
各
層
か
ら
わ
き
お
こ
っ
て
く
る
よ
う
な
基
盤
が
つ
く
ら
れ
て
い
く。
こ
れ
に
後
押
し
さ
れ
て、
第
三
期
「
浸
透
期」
に
な
る
と
下
か
ら
の
運
動
が
強
ま
り、
政
府
も
国
家
指
導
者
も
国
家
神
道
の
強
化
の
方
向
で
社
会
的
緊
張
を
克
服
し、
よ
り
強
固
な
国
民
統
合
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
道
を
え
ら
ば
ざ
る
を
え
な
く
な
る」
（
一
四
四
頁）
第
五
章
「
国
家
神
道
は
解
体
し
た
の
か
？」
で
は、
「
は
じ
め
に」
で
「
こ
の
本
で
私
が
述
べ
た
い
主
な
こ
と
は
こ
の
こ
と
で
は
な
い
」
(
V
頁）
と
さ
れ
て
い
た
「一
九
四
五
年
以
後
も
国
家
神
道
は
存
続
し
て
い
る」
(
V
頁）
と
の
主
張
が、
「
実
は
国
家
神
道
は
解
体
し
て
い
な
い
」
(
-
八
五
頁）、
「
持
続
す
る
国
家
神
道」
（
ニ
―
―
頁）、
「
国
家
神
道
は
戦
後
も
存
続
し
続
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
だ」
(
=-
l
-―一
頁）、
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
国
家
神
道
は
存
続
し
て
い
る」
（
ニ
―
四
頁）、
「
国
家
神
道
は
な
お
も
存
続
し
て
い
る」
(-
三
二
頁）
と
し
き
り
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る。
そ
の
根
拠
を
著
者
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る。
「
戦
後
の
国
家
神
道
は
二
つ
の
明
確
な
座
を
も
っ
て
い
た。
―
つ
は
皇
室
祭
祀
で
あ
り、
も
う―
つ
は
神
社
本
庁
な
ど
の
民
間
団
体
を
担
い
手
と
用
語」
で
も
な
け
れ
ば、
古
代
以
来
の
来
歴
を
も
っ
「
神
道」
と
同
じ
で
も
な
い
（
島
薗
進
「
宗
教
史
叙
述
の
罠」
「
宗
教
史
と
は
何
か』
平
成
二
0
年、
リ
ト
ン、
三
九
八
ー
三
九
九
頁）。
戦
前
の
加
藤
玄
智
に
は
じ
ま
り、
ホ
ル
ト
ム、
バ
ン
ス、
藤
谷
俊
雄
を
経
て、
村
上
重
良
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
学
術
用
語
で
あ
る。
そ
し
て、
そ
の
中
核
的
な
内
包
は
「
現
人
神」
と
「（
民
族
宗
教
と
し
て
の）
神
社
神
道」
で
あ
っ
た
（
拙
著
「
現
人
神
」
「
国
家
神
道」
と
い
う
幻
想j
p
H
P
研
究
所、
平
成
十
五
年、
ニ
―
-
T_
―
四
八
頁。
阪
本
是
丸
「
国
家
神
道
」
研
究
の
四
0
年」
「
日
本
思
想
史
学」
四一一
号、
平
成
二
十
二
年、
五
三
頁）。
こ
の
内
包
を
否
定
し
て
お
き
な
が
ら、
そ
れ
で
も
な
お
「
広
義
の
国
家
神
道」
を
使
い
続
け
る
こ
と
は、
細
胞
の
核
を
入
れ
替
え
て
お
い
て、
細
胞
核
だ
け
が
細
胞
を
構
成
す
る
の
で
は
な
い
か
ら、
核
を
入
れ
替
え
て
も
同
じ
細
胞
だ、
と
主
張
す
る
に
等
し
い
違
和
感
を
読
者
に
与
え
る。
「
広
義
の
国
家
神
道」
は
学
術
用
語
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い。
G
H
Q
が
用
い
た
こ
と
で
政
治
・
政
策
用
語
と
も
な
り、
そ
こ
で
付
加
さ
れ
た
「
抑
圧」
「
侵
略」
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
史
観
と
の
親
和
性
を
持
ち、
さ
ら
に
「
政
教
分
離」
「
反
戦
平
和」
と
い
っ
た
思
想
や
運
動
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
強
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
も
帯
ぴ、
あ
る
種
の
「
感
情」
ま
で
伴
う
こ
と
に
な
っ
た。
そ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
発
す
る
自
由
な
思
索
•
発
想
・
解
釈
に
対
す
る
拘
束
性
や
抑
圧
性。
そ
れ
ゆ
え
に、
純
粋
な
学
術
用
語
（
著
者
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
歴
史
的
な
事
実
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
表
現
す
る
概
念
」
「
わ
れ
わ
れ
の
過
去
を
あ
る
が
ま
ま
に
直
視
す
る
目
が
育
て
ら
れ
て
い
く」
用
語）
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
子
安
宣
邦
氏
の
「
国
家
神
道
が
こ
の
日
本
人
の
悲
し
み
と
怒
り
に
無
縁
375 (6ll) 
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に
記
述
さ
れ
る
こ
と
を
私
は
許
さ
な
い」
と
い
う
激
情
は 、
こ
の
用
語
の
来
歴
か
ら
し
て
許
し
難
い
「
国
民
こ
そ
が
国
家
神
道
の
担
い
手
だ
っ
た」
と
い
う
主
張
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
反
感
に
発
し
て
い
る 。
こ
の
子
安
氏
の
反
応
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
よ
う
に 、
「
広
義
の
国
家
神
道」
か
ら
「
情
緒
的
な
反
応」
を
取
り
除
く
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い 。
ま
た 、
安
易
に
換
骨
奪
胎
す
れ
ば 、
そ
れ
こ
そ
「
広
義
の
国
家
神
道」
の
来
歴
を
見
え
な
く
し
て
し
ま
う 。
し
た
が
っ
て 、
私
と
し
て
は 、
著
者
が
そ
の
構
想
の
内
実
に
相
応
し
い
別
の
学
術
用
語
を
考
案
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い 。第一一
の
理
由
は 、
著
者
が
「
広
義
の
国
家
神
道」
の
記
述
に
あ
た
っ
て 、
そ
の
構
成
要
素
と
し
て 、
「
神
道」
「
宗
教」
「
皇
道」
と
い
っ
た
言
葉
を
任
意
に 、
時
に
は
超
歴
史
的
に 、
解
釈
し 、
使
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
そ
れ
に
よ
っ
て 、
「
当
時
の
神
道
や
宗
教
の
範
疇
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
不
問」
（
磯
前
「
前
掲
書」
九
九
頁）
に
し
て
し
ま
う 。
つ
ま
り 、
五
過
去
を
ど
の
よ
う
に
見
た
い
の
かク
と
い
う
研
究
者
の
思
い
が
優
先
さ
れ
て
し
ま
っ
て 、
点
過
去
の
人
に
は
当
時
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
の
か々
と
い
う
問
題
関
心
が
薄
れ 、
「
歴
史
的
な
事
実
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
表
現
す
る」
と
い
う
素
志
に
反
し
て 、
か
え
っ
て
「
過
去
を
あ
る
が
ま
ま
に
直
視
す
る
目」
を
曇
ら
せ
て
し
ま
う
方
向
へ
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か 、
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
例
え
ば 、
磯
前
順一
氏
の
著
書
で
引
用
さ
れ
て
い
る
田
中
義
能
の
次
の
言
葉
は 、
著
者
の
文
脈
で
は
理
解
不
能
と
ま
で
は
言
わ
な
く
と
も 、
相
当
に
理
解
が
混
乱
す
る
こ
と
は
問
違
い
な
い 。
「
私
よ
り
以
前
に
教
育
勅
語
を
我
が
国
の
迦
創
と
し
て
謹
解
し
た
の
は
聞
い
て
居
り 、
又
見
て
居
り
ま
す
が 、
之
を
制
濶
と
し
て
説
い
た
の
を
聞
き
ま
せ
ぬ 。
之
れ
を
制
測
と
し
て
謹
解
す
る
の
は
私
が
初
め
て
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す」
（
昭
和
五
年
「
教
育
勅
語
と
神
道
の
本
義」 。
磯
前
『
前
掲
書
j
―1
0一
頁）
「
世
或
は
神
道
と
皇
蜀
と
を
分
ち 、
割
副
を
以
つ
て
不
合
理
的 、
迷
信
的
の
的
と
し 、
劇
割
を
以
て
合
理
的 、
正
信
的
の
如
く
思
ひ 、
前
者
は
瑚
籾
で
あ
っ
て 、
後
者
は
割
創
で
あ
る
か
の
如
く
解
す
る
も
の
が
あ
る」
（
昭
和
七
年
「
神
道
と
皇
道」 。
磯
前
「
前
掲
書」
二
01―]
頁 、
傍
線
引
用
者）第
三
の
理
由
は 、
戦
前
と
戦
後
で 、
著
者
が
「
国
家
神
道」
の
構
成
要
素
を
大
き
く
入
れ
替
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
著
者
は
戦
前
の
「
国
家
神
道」
の
構
成
要
素
と
し
て 、
「
天
皇
崇
敬」
が
「
学
校
教
育」
「
国
民
行
事」
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア」
を
通
し
て
広
め
ら
れ
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る 。
と
こ
ろ
が 、
戦
後
は
そ
れ
ら
が
失
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
第
三
期
か
ら
登
場
し
た
民
問
の
「
天
皇
崇
敬
運
動」
の
存
在
を
根
拠
に
し
て 、
戦
後
に
お
け
る
「
国
家
神
道」
の
存
続
を
主
張
し
て
い
る 。
も
し 、
こ
の
主
張
を
認
め
れ
ば 、
「
学
校
教
育」
「
国
民
行
事」
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
は
「
国
家
神
道」
に
と
っ
て
本
質
的
な
構
成
要
素
と
は
見
な
せ
な
く
な
り 、
著
者
の
議
論
の
根
幹
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る 。
以
上 、
本
書
の
概
要
と 、
著
者
に
寄
せ
ら
れ
た
批
判 、
及
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た 。
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て ‘
―
つ
の
課
題
に
つ
い
て
の
論
考
を
発
表
し
つ
づ
け
る
と
い
う
の
は
大
変
な
作
業
で
あ
る 。
そ
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
つ
つ 、
こ
の
拙
文
が
著
者
の
試
み
の
さ
ら
な
る
深
化
へ
の一
助
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る 。
(612) 376
